
オレンジスマイルいちかわ が
市川でできること、やりたいこと

いちかわTMOアドバンス修了発表

桜井健司



お話ししたいこと

・わたし自身について

・オレンジスマイルいちかわとは

・オレンジスマイルいちかわを継続することの意義



桜井 健司

1960年（S 35）

市川市北方生まれ



22歳 株式会社オリエンタルランド
３５歳の頃 東京ディズニーランド パーク内で車いす利用のゲストからの一言
３９歳で障がい者雇用に特化した特例子会社に2年間出向

45歳 NPO千葉県障害者就労事業振興センター
  （街の福祉作業所で働く障害者の工賃アップ）

54歳 市川市高齢者サポートセンター
  （高齢者の介護や生活の相談窓口）

59歳～ 市川市自立相談支援窓口
  （生活に不安を抱える人の相談窓口）

～職 歴～



３５歳のころ、
東京ディズニーランド パーク内で
車いす利用のゲストからの一言・・・

「パークはきれいでキャストも親切だけど、

あなたは車いすに乗ったことがありますか？」



３０歳代後半での出会いや出来事が、
自分のその後の生き方を決めるきっかけに

・３６歳 薬剤性肝障害で４０日入院、退院後も外出や
          食生活などに制約のある日々

・３８歳 研修で訪問した知的障害者入所更生施設での
          みなさんとの出会い

・３５歳 身体が不自由なゲストへの対応について、キャスト
向けの研修を企画、開催



５０歳ごろから、山登りのトレーニングではじめた
ランニングに、だんだんはまる

～趣 味～



50歳からの
足あと



市川市
(ほぼ）１周ラン
約60km



2017年RUN伴との出会い

RUN伴（ランとも）は、NPO認知症フレンドシップクラブが主催する

今まで認知症の人と接点がなかった地域住民と、認知症の人や家族、

医療福祉関係者が一緒にタスキをつなぎ、日本全国を縦断するイベント

RUN伴2017 船橋に参加



RUN伴2018市川
2018.9.8



RUN伴2019市川
2019.11.2



RUN伴2018市川
2018年9月8日（土）

RUN伴2019市川
2019年11月2日（土）

タスキリレー参加者 90 103

ボランティア 60 90

コース 総距離 2コース 11km 3コース 23km

チーム数 19 24

ゴールイベント
会場

コルトン広場
コルトン広場、
タワーコート

協賛事業所 10 42

予算額 85千円 367千円



RUN伴いちかわを2年開催しての振り返り、
そしてあらたなスタート

・認知症啓発だけでなく、健康にも目を向けるイベントにしたい

・参加者の満足だけでなく、市内の事業所や団体にも参画できる場にしたい

・年齢や国籍、障がいの有無を越えて多様な人たちが関わる場にしたい

・この先も市川で続けられるイベントにしていきたい

レディーメイドのRUN伴ではなく、市川市でヒトもモノもカネも
まわせるイベントを開催したい・・・

コロナ禍となった２０２０年に過去2年の振り返りと今後の方向づけを
実行委員で何度も議論

💡だったら一からつくろうオレンジスマイルいちかわ



オレンジスマイルいちかわのコンセプト

市川に想いを持つ多くの人々、団体が参画する場

障がいのある人・生きづらさを抱える人も
担い手になる

外に出る、つながる、健康に
目を向ける生活

認知症の人も一緒に、誰も
が暮らしやすい街に



ロゴデザインやWEB制作・編集は
市川市で活動するクリエーターへ依頼

多様な人々が参画し、担い手となる場



活動の基盤となる費用などはクラウドファンディングにより資金調達

多様な人々が参画し、担い手となる場



多様な人々が参画し、担い手となる場

クラウドファンディングリターン品やサービスの提供は
市川市で活動する事業者や障がい者就労支援事業所に依頼



・参加者が着るＴシャツのプリント作業、参加チームへの発送は障がい者就労支援事業所へ委託

・飲料などの運搬は生きづらさを感じながらも頑張る人たちの力を借りる

・ゴール会場には障がい者就労支援事業所の出店ブースやCUC学生実行委員が運営する認知症クイズやボッチャ体験ブース

多様な人々が参画し、担い手となる場



オレンジスマイルいちかわ2022

しかしエントリーチームやボランティア、協賛企業から、代替の開催を望む声が多く寄せられ、

11月20日に代替イベントとして開催！

9月18日（19日）市川市内3コース、総距離24km
タスキリレー30チーム107名 ボランティア71名 協賛28社

台風14号の影響により開催中止



オレンジスマイルいちかわ２０２２（11.20代替開催）

・タスキリレーコース：３コース２４km
・タスキリレー参加者：２４チーム ７７名
・ボランティア：４４名



オレンジスマイルいちかわ２０２３ そしてその先へ

11月18日（予備日19日）開催

市内３コース３３km

ゴール会場 ニッケコルトンプラザ

タスキリレー１５０人、ボランティア１００人

後援：市川市ほか



オレンジスマイルいちかわを継続する意義と想い

〇外に出ること、走ること、歩くことで自分の健康に目を向け、元気な毎日に。

一人ひとりが取り組むことで地域に交流と潤いがうまれる（点から線、そして面へ）

〇継続することで互いを認め合い、多様性を尊重し、それぞれの出番と役割を大切に

おもう街（＝地域共生社会）に近づいていく

〇オレンジスマイルいちかわの活動が、市川市の地域福祉、健康づくりへの取り組みを

推し進めるムーブメントとなるよう、みなさんと一緒につくりあげていく



オレンジスマイルいちかわは、「認知症の人も一緒に、 誰も

が暮らしやすい市川をつくる」を合言葉に、認知症の理解

啓発のみならず、市川市で活動する多様な人々が参画し、

イベントへの関りを通して地域共生社会と健康への意識を

高め、誰もが暮らしやすい市川をめざすプロジェクトです。

自分を認め、世代や障がいの有無や働き方違いも越えて、

朝の散歩であいさつしたり、気軽に「ナイスラン！」と呼び合

える日が来ることを信じて

みなさんといっしょに市川をナイスな街に！
オレンジスマイルいちかわ２０２３実行委員

いちかわをナイスな街に！
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